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問題の所在 
 本研究は英文読解能力を評価する要素（音読速度・読了時間・理解度）の中で，

chunk 長（フレーズ区切り内に含まれる単語数）が，他の要素とどのような関係

にあるのかを分析することを目的とする。学習者の英語音読音声を聞けばその到

達度がわかるという経験的な知見がある。その際評価の対象とされることが多い

のが，ストレス・フレーズ・イントネーションであるが，その評価基準は比較的

曖昧である（Rasinski, Blachowicz, & Lems, 2006: 96-97; Rasinski & Padak, 2008: 259; 
鈴木, 2009: 34)。また，reading fluency の研究では音読速度が読解に影響を与える

(Rasinski, 2010)とも言われ，英文読解に必要となる要素として取り上げられること

がある。chunking 能力は英文の統語的理解や parsing 能力を推測することができる

とも言われるが，その根拠を示している研究は少ない。 

方法と手続き 
1) 対象者は，readability（指標は Mint Grade Level for Japanese Learners: MGJP を

採用）の異なる英文（英検準 2 級から準 1 級までの長文問題から 100 語程度

を抜粋）に関する設問に答える。その際 Web Mewm（ミント音声研究所提供）

を使用し，正答数および英文を読み始めてから設問の解答を開始するまでの

時間（読了時間）を計測した。 
2) これと並行して同様の英文を複数与え，1 分間で何語音読できるかを計測し

語数を記録した。 
3) 同様の英文を複数与え，自分が内容を理解しながら読む際どこで区切るかを

考えさせ，1 つの chunk に含まれる語数を計測し記録した。 
 
対象者は埼玉県内の大学 2 年生 83 名であった。回収したデータの中から，すべ

てのデータが揃った 15 名のデータをもとに主成分分析を行った。実施期間は 2017
年 4 月であった。 

結果 
 2 つの主成分が抽出された。第 1 主成分はすべての負荷量が正の値であり，総

合的な読解能力を反映していると考えられる。第 2 主成分は得点合計のみ正の高

い負荷量を示した。chunk 長は第 1 主成分では 3 番目の負荷量を，第 2 主成分で

は負の負荷量を示した（表 1）。 

考察 
 サンプル数の関係もあり，標本妥当性の尺度(Kaiser-Meyer-Olkin)および分散均

一性の尺度（Bartlett 検定）の数値が良好ではないため，以下推測の域を出ないが

考察を進める。負荷量の数値は以下のような可能性を示唆すると思われる： 
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1) 第 1 主成分では読了時間平均が最

も高い負荷量を示し，次いで音読

速度平均となっている。本研究の

対象者は，自分の音読速度よりも

長い時間を読了にかけており，音

読速度が読解速度に十分反映して

いない。 

2) chunk 長平均はさらに負荷量が低

く，英文の区切りをさほど強く意

識せずに読みを進めている。 

3) 第 2 主成分は理解に関わる成分で

あり，第 1 主成分で負荷が高かっ

た読了時間平均・音読速度平均に

次いで chunk長平均が内容理解に

作用している。 

4) chunk 長平均値は，分散分析（反

復測定被験者内計画）で主効果が

有意であり，中 readability の英文

が低・高 readability の英文と比べ

有意に低かった (F(2,50)=20.61, p 
< .001, η2=.057)。しかし数値に大きな違いが認められるとは言えない。特に高

readability の（難しい）英文においては，標準偏差が他の 2 つよりも大きく

なっている（表 2）。このことは chunk 長が読解能力全般に与える効果は，

readability により異なることを示唆している。 

本研究の限界と課題 
 本研究では chunk 長平均値のみ異なる readability を持つ 3 つの英文で比較をし

た。今後はこの 3 種類の英文それぞれに関して主成分分析を行う。chunk 長平均

値に加え，音読速度平均値・読了時間平均値・正答数の負荷量が readability の違

いによりどのように異なるのかを分析し，英文読解指導の方向性を模索したい。 
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表 1 主成分分析 

  第 1 主成分 第 2 主成分 

読了時間平均 0.81 -0.36 

音読速度平均 0.76 0.44 

chunk 長平均 0.69 -0.43 

得点合計 0.30 0.86 

   

固有値 1.80 1.24 

寄与率 45.00 31.10 

累積寄与率 45.00 76.10 

Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性の測度: 0.47 

Bartlett 検定: χ2(6)=8.87 n.s.  n = 15 

表 2 Readability別 chunk長平均値の差 

  平均値 標準偏差 

低 readability  7.84 3.25 

中 readability  7.34 3.37 

高 readability  7.76 4.09 

  n = 51 


